
　

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
新
た

な
地
域
自
治
制
度
」
と
は
、「
こ
の
地

域
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
住
み
続
け
た
い
。」
と
み
ん
な
が

思
え
る
よ
う
な
元
気
な
地
域
を
つ
く
る

た
め
、
住
民
、
各
種
団
体
、
企
業
、

行
政
な
ど
が
、
交
流
・
連
携
し
、
「
自
ら

で
き
る
こ
と
は
何
か
」
「
自
ら
が
す
べ

き
こ
と
は
何
か
」
を
共
に
考
え
な
が
ら
、

各
地
域
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
を
協
働

で
解
決
し
て
い
く
仕
組
み
で
す
。

　

地
域
会
議
で
は
、
各
地
域
の
住
民
代

表
組
織
と
し
て
、
地
域
の
課
題
解
決
や

活
性
化
の
た
め
、
事
業
計
画
を
つ
く
り
、

一
定
枠
の
範
囲
で
市
長
に
予
算
の
使
い

道
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
は
、

「
地
域
会
議
」
の
事
務
局
を
担
当
す

る
と
と
も
に
、「
ま
ち
づ
く
り
実
働
組

織
」
の
運
営
支
援
な
ど
、
住
民
主
体
の

地
域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　

第
１
回
栃
木
西
部
地
域
会
議
は
、

６
月
１
日(

月)

に
吹
上
公
民
館
大
交
流

室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
に

癸
生
川
孔
章
委
員
、
副
会
長
に
関
口

茂
一
郎
委
員
、
浅
野
照
男
委
員
を
選
出

し
、
地
域
自
治
や
予
算
提
案
に
つ
い
て

の
制
度
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
今
後
の
地
域
会
議
開
催
予
定

　

第
３
回　

平
成
27
年
７
月
28
日(

火)

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～

　
　
　
　
　

吹
上
公
民
館 

大
交
流
室

　

第
４
回　

平
成
27
年
８
月
25
日(

火)

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～

　
　
　
　
　

寺
尾
公
民
館 

大
交
流
室

　

※
会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
開
始
時
間
ま
で
に

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

会
議
は
内
容
に
よ
り
非
公
開
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【地域会議の設置単位】 地
域
会
議
市
内
８
地
域
に

そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

地
域
会
議
の
事
務
局
で
あ
る
「
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
も
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
地
域
会
議
の
情
報
は
、栃
木
市
公
式

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

西　 方

岩　 舟 大　 平

藤　 岡

都　 賀

栃木
西部

栃木
東部

栃木
中央
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栃
木
西
部
地
域
会
議
委
員
の
紹
介

栃
木
西
部
地
域
会
議
委
員
の
紹
介

　

栃
木
西
部
地
域
会
議

委
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

　

地
域
会
議
は
、
栃
木

西
部
地
域
内
の
公
共
的

団
体
等
が
推
薦
す
る
方

10
名
（
１
号
委
員
）、

学
識
経
験
を
有
す
る
方

３
名
（
２
号
委
員
）、
公
募
に
応
じ
た
方
３
名
（
３
号

委
員
）
の
計
16
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

(

敬
称
略
・
順
不
同)

　

住
む
人
た
ち
の
表
情
が
穏
や

か
で
笑
顔
が
素
敵
、
景
色
も

美
し
い
。
栃
木
西
部
地
域
が

そ
の
よ
う
な
地
域
に
な
っ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」

の
精
神
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
公
募
に
よ
る
者
】

　

栃
木
西
部
地
域
も
、
少
子

高
齢
化
現
象
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
元
気
で
活
力
の
あ
る
地
域
」

「
安
心
、
安
全
な
暮
ら
し
が
で

き
る
地
域
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
充
実
し
た
地
域
」

づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
皆
川
地
区
自
治
会
連
合
会
】

臼
倉
由
美
子

関
口
茂
一
郎

〈
副
会
長
〉

　

こ
の
度
、
栃
木
西
部
地
域
会

議
委
員
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た

大
阿
久
で
す
。

　

今
ま
で
の
体
育
協
会
活
動
の

経
験
と
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
し
て
得
た
地
域
へ
の

想
い
等
を
私
な
り
に
こ
の
西
部

地
域
会
議
で
活
か
し
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

【
吹
上
地
区
体
育
協
会
】

　

地
域
会
議
に
は
、
寺
尾
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
代
表
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
現
状
と
課
題
、
そ
し

て
要
望
等
を
住
民
の
方
の
目
線

に
立
ち
、
行
政
に
つ
な
げ
る

パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
が
で
き

た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
学
識
経
験
者
】

　

栃
木
西
部
地
域
会
議
発
足

に
あ
た
り
、
会
長
に
任
命
さ

れ
た
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。

西
部
地
域
は
、
歴
史
・
文
化
・

自
然
な
ど
環
境
に
恵
ま
れ
た
地

域
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
更
に

住
み
や
す
い
地
域
を
め
ざ
し
、

委
員
の
皆
さ
ん
と
一
丸
と
な
っ

て
、
栃
木
西
部
地
域
会
議
が
地
域

づ
く
り
の
要
と
な
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す

の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

【
吹
上
地
区
自
治
会
連
合
会
】

大
阿
久
安
弘

飯
塚　

昌
宏

癸
生
川
孔
章

〈
会
長
〉

　

里
山
の
自
然

　

地
域
の
住
民
の
方
の
魅
力

あ
る
町
、
住
み
な
れ
た
こ
の
町

で
暮
ら
す
人
達
の
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
を
皆
様
と
一
緒
に
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
栃
木
地
区
交
通
安
全
協
会

交
通
安
全
皆
川
支
部
女
性
部
】

　

伝
統
あ
る
、
皆
川
・
吹
上
・

寺
尾
地
区
が
ひ
と
つ
に
な
り
、

栃
木
西
部
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
関
係
団
体
と
連
携

を
と
り
、
住
み
よ
い
安
心
安

全
・
元
気
の
あ
る
地
域
づ
く
り

に
微
力
な
が
ら
も
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
寺
尾
地
区
自
治
会
連
合
会
】

大
阿
久
妙
子

浅
野　

照
男

〈
副
会
長
〉
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少
し
く
ら
い
辛
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
笑
っ
て
暮
ら
せ
る

こ
と
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

個
人
や
家
族
、
ま
た
次
世
代

に
対
し
て
も
き
ち
ん
と
役
割
を

果
た
せ
る
地
域
に
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

【
学
識
経
験
者
】

　

私
は
、
一
般
公
募
に
よ
り

地
域
会
議
委
員
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

栃
木
西
部
地
域
の
声
を
行
政
に

提
案
し
、
取
り
組
み
実
現
が
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
公
募
に
よ
る
者
】

　

私
は
、
一
般
公
募
に
よ
り

地
域
会
議
委
員
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

住
環
境
の
中
で
、
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
寄
り
添
い
な
が
ら
、

お
互
い
に
生
き
が
い
を
持
ち

生
活
す
る
こ
と
の
で
き
る
地
域

に
な
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。【

公
募
に
よ
る
者
】

酒
巻　

幸
夫

大
島
千
惠
子

鯉
沼　

惠
子

　

今
年
度
よ
り
新
設
さ
れ
た

西
部
地
域
会
議
の
委
員
に
選
出

さ
れ
て
、
大
変
責
任
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
栃
木
市
認
定
農
業
者

　
　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会
】

　

皆
川
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
会
長
の
大
橋
で
す
。

　

自
然
環
境
の
豊
か
な
西
部

地
域
に
お
い
て
、
自
然
と
歴
史
、

都
市
住
民
と
の
交
流
等
の
地
域

資
源
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
学
識
経
験
者
】

　

住
民
の
方
た
ち
が
共
に
参
加

し
考
え
創
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
西
部
地
域
と

な
る
よ
う
に
、
広
い
公
共
性

と
高
い
効
率
性
を
備
え
つ
つ
、

地
域
内
の
関
連
性
を
紡
い
だ

魅
力
あ
る
地
域
予
算
が
提
案
で

き
る
よ
う
、
知
恵
を
絞
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
栃
木
商
工
会
議
所

　
　
　

青
年
経
営
者
会
】

野
原　
　

保

大
橋　

利
隆

小
林　

雄
一

　

地
域
会
議
委
員
を
委
嘱
さ
れ

る
と
い
う
突
然
の
話
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
栃
木
で
産
ま
れ

育
ち
、
次
世
代
を
担
う
子
を

持
つ
親
と
し
て
、
微
力
で
す
が
、

地
域
の
お
役
に
た
て
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

【
栃
木
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　
　

栃
木
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
】

　

女
性
会
を
代
表
し
て
地
域

会
議
委
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

色
々
勉
強
し
、
女
性
の
立
場

か
ら
少
し
で
も
地
域
の
力
に

な
れ
る
提
案
が
で
き
る
よ
う
、

皆
様
と
協
力
し
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
吹
上
地
区
女
性
会
】

　

私
は
、
栃
木
地
区
民
児
協

か
ら
推
薦
さ
れ
地
域
会
議
委
員

に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

微
力
な
が
ら
、
西
部
地
域
会

議
を
通
し
て
、
明
る
く
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
の
お
役
に
た
て

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
栃
木
市
第
11
区
民
生
委
員

　
　
　
　

児
童
委
員
協
議
会
】

寺
内
富
士
男

大
塚　

正
江

鯉
沼　

政
江
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